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データ連携基盤の共同利用に関するビジョンフォーマット

＊＊県におけるデータ連携基盤共同利用に関するビジョン

＊＊県においては、＊＊市、＊＊町においてデータ連携基盤を構築済みであるところ、以下の状況を勘案し、X分野に関して＊＊町が構築済みのデータ連携基盤に

ついて、同じくX分野に関して＊＊市が構築済みのデータ連携基盤に統合することの検討・精査を行うとともに、今後、Xの分野に関して他の市町村によるデータ連携基

盤の利用用途が生じた場合には、既存の基盤を共同利用することを基本として県が主導で関係市町村間の調整を行う。 なお、X分野とは異なる分野及び用途におい

てデータ連携基盤の必要性が生じた場合には、既存のデータ連携基盤の機能拡充について検討を行う一方、下記の考慮事項を勘案して新規構築が適切と判断した

場合には所要の対応を行う。加えて、データ連携基盤間の情報連携が適切に行われるよう、APIの見直し等を行い、必要に応じて改修等を行う。

１．データ連携基盤の現況

• ＊＊市のデータ連携基盤及び＊＊町のデータ連携基盤についての概要は、別紙（既存資料等で可）のとおりであり、主に＊＊分野・サービスにおいて、＊＊＊、＊＊

＊といったデータを扱い、＊＊＊に活用している。

２．考慮事項

• ＊＊市のデータ連携基盤については、主に＊＊と行ったデータを取り扱う構成となっているところ、他の自治体も含めた利用を行う場合、＊＊＊という観点において情報

処理の規模や可用性等に課題が生じる。また、統廃合を行った場合の主管の自治体と利用自治体における役割分担及び費用負担について精査する必要がある。以

上のことを考慮しながらビジョンに則った精査を行い、2025年度中を目途に対応方針の結論を得ることとする。

３．当面の対応スケジュール想定（年度単位の取組）

• 2025年度 X分野に関する＊＊町が構築済みのデータ連携基盤について、同じくX分野に関して＊＊市が構築済みのデータ連携基盤に統合することの検討・精査

• 2026年度 費用負担に関する基本的な考え方の整理、データ連携方法の見直し

• 2027年度 既存のデータ連携基盤に関する統廃合、利活用の促進及び他の市町村及び他の都道府県への拡充について方針を打ち出し
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デジタル庁は、令和６年５月１０日付け事務連絡を発出し、分野別にデータ連携基盤は、原則、各都道府県で１つに限るなどの「データ連携基盤の共同利用の基本

的な考え方」を示し、データ連携基盤の共同利用を促すとともに、各都道府県に対し、データ連携基盤共同利用ビジョンを策定することを求めている。

これを受け、道では、国の基本的な考え方を踏まえ、道内外に既に基盤が多数あることから、基盤の乱立を抑制し、必要に応じて既存の基盤の共同利用を促すことを基本

としたビジョンを策定する。

１．データ連携基盤の現況

• 道内では、札幌市、更別村、江別市、小清水町、上士幌町の５市町村がデジ田交付金等を活用してデータ連携基盤（以下「基盤」という。）を整備済

２．データ連携基盤の共同利用の基本的な方向性

(1) 当面の対応として、基盤を必要とする団体がそれぞれの必要に応じて既存の基盤を共同利用することをめざす。

(2) 共同利用の範囲を道内に限る必要がないため、道外を含めた共同利用を進めるものとし、全国都府県に協力を求める。

(3) 基盤の共同利用は以下を基本に進める。

・現在基盤を保有しており、他団体との共同利用をめざす団体は、共同利用の要綱を作成する。

・要綱には、利用料を含め、保有する基盤を他団体の利用に供する際の基本ルールを明示する。

・基盤を保有する団体は当該基盤の仕様情報を公開するとともに、共同利用の申請窓口を開設する。

３．考慮事項

• 共同利用は双方の合意により行うものであるが、道では、相談窓口を開設して共同利用に向けた協議が円滑に進むよう支援する。

• 我が国におけるあるべきデータ連携基盤の姿が明確でない中で作成する本ビジョンはあくまで暫定のものであり、今後の状況変化に合わせて柔軟に見直すべきものである。

デジタル庁の「データ連携基盤の共同利用の基本的な考え方」に沿い難い状況が生じた場合や、共同利用では必要なサービスを提供できない場合は、本ビジョンの見

直しも含めて柔軟に対応する考えであるので、速やかに道へ連絡すること。

４．当面の対応スケジュール想定（年度単位の取組）

• 2025年度 団体ごとに共同利用の申請受付開始（要綱作成は2024年度中から開始）、順次共同利用の協議開始

• 2026年度 共同利用の拡大（以降継続）


